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5
月
と
い
え
ば
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
。
普
段
は
な

か
な
か
土
日
に
休
め
な
い
私
も
、
こ
の
期
間
は
し
っ

か
り
と
休
み
を
取
り
、
家
族
と
と
も
に
山
口
県
へ
旅

行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

新
幹
線
で
新
山
口
駅
に
到
着
後
、
レ
ン
タ
カ
ー
で

ま
ず
向
か
っ
た
の
は
秋
芳
洞
。
子
ど
も
の
頃
や
新
婚

時
代
に
も
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
懐
か
し
い
場
所
で
し

た
。
通
り
に
並
ぶ
お
店
を
見
て
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍

で
閉
店
し
た
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
新
た
に
若
い
世
代

が
始
め
た
店
も
あ
り
、
ま
さ
に
「
栄
枯
盛
衰
」
、
時

代
の
流
れ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

昼
食
に
は
山
口
名
物
の
「
瓦
そ
ば
」
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
熱
し
た
瓦
に
茶
そ
ば
と
牛
肉
、

錦
糸
卵
が
盛
ら
れ
、
見
た
目
も
楽
し

い
一
品
で
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で

す
よ
。
そ
の
後
は
秋
吉
台
、
別
府
弁

天
池
と
い
っ
た
自
然
に
ふ
れ
、
心
身

と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
。

続
い
て
訪
れ
た
の
は
、
明
治
維
新
の
礎
を
築
い
た

人
物
た
ち
の
故
郷
「
萩
の
町
」
。
最
初
に
松
陰
神
社

を
訪
れ
、
松
下
村
塾
や
至
誠
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

長
男
は
吉
田
松
陰
の
言
葉
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
、

自
ら
写
経
帳
を
購
入
。
自
宅
で
も
松
陰
先
生
の
言
葉

を
書
き
写
し
た
り
、
地
元
の
明
屋
書
店
で
も
本
を
買

い
「
吉
田
松
陰
の
本
を
読
ん
だ
ら
、
勉
強
す
る
気
が

湧
い
て
き
た
」
と
机
に
向
か
う
時
間
が
グ
グ
ッ
と
増

え
ま
し
た
。
心
に
火
が
つ
い
た
よ
う
で
す
。
人
を
育

て
る
天
才
、
吉
田
松
陰
先
生
、
さ
す
が
で
す
！

旅
の
後
半
は
、
い
わ
ゆ
る
“
イ
ン
ス
タ
映
え
”
ス

ポ
ッ
ト
巡
り
。
元
乃
隅
神
社
を
目
指
し
た
も
の
の
、

人
気
急
上
昇
に
整
備
が
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
大
渋

滞
で
断
念
。
続
い
て
訪
れ
た
角
島
。
１
７
８
０
メ
ー

ト
ル
の
長
さ
も
あ
る
角
島
大
橋
を
渡
る
の
で
す
が
、

帰
り
の
反
対
車
線
が
ず
～
～
っ
と
渋
滞
。
「
え
っ
!?

帰
り
ヤ
バ
イ
ん
ち
ゃ
う
？
」
と
言
い
な
が
ら
引
き
返

す
こ
と
も
で
き
な
い
一
本
道
を
進
み
ま
し
た
。
そ
し

て
い
よ
い
よ
帰
路
で
す
。
７
ｋ
ｍ
の
渋
滞
。
全
く
動

か
な
い
車
の
中
で
し
び
れ
を
切
ら
し
た
長
男
は
「
俺
、

景
色
を
見
な
が
ら
歩
い
て
行
く
わ
」
と
車
を
飛
び
出

し
ま
し
た
。
結
局
、
７
ｋ
ｍ
の
道
の
り
に
私
た
ち
車

組
は
2
時
間
以
上
を
費
や
す
こ
と
に
。
長
男
は
、
途

中
海
辺
に
に
立
ち
寄
っ
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、

景
色
を
堪
能
し
な
が
ら
、
１
時
間
程
で
悠
々
と
渡
り

き
っ
た
の
で
し
た
。

渋
滞
の
原
因
は
、
橋
の
た
も
と
の
駐
車
場
と
展
望

台
の
間
に
信
号
の
な
い
横
断
歩
道
が
あ
っ
た
か
ら
で

し
た
。
展
望
台
に
行
く
た
め
に
駐
車
場
か
ら
絶
え
間

な
く
人
が
横
断
し
、
車
が
進
め
ず
渋
滞
が
発
生
し
て

い
た
の
で
す
。
あ
き
ら
か
に
「
構
造
的
な
問
題
」
で

す
が
、
気
づ
い
て
い
て
も
変
え
な
い
ん
で
す
ね
。
こ

の
考
え
方
は
と
て
も
危
険
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
旅
を
通
じ
て
感
じ
た
の
は
、
観
光
地
も
企

業
も
「
気
づ
い
た
と
き
に
改
善
す
る
姿
勢
」
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
元
乃
隅
神
社
も
角
島
大
橋
も

時
代
の
流
れ
に
乗
っ
て
急
に
人
気
が
出
た
観
光
地
で

す
。
人
気
が
出
る
こ
と
自
体
は
い
い
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
に
見
合
っ
た
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
混
乱
や
不

満
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
会
社
に
お

い
て
も
、
日
々
の
業
務
の
中
で
「
こ
こ
を
変
え
た
方

が
い
い
」
と
思
う
場
面
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
今
は

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
な
く
て
も
、
改
善
を
怠
れ
ば

非
効
率
な
ま
ま
で
す
。
気
づ
い
た
と
き
に
、
ひ
と
つ

ず
つ
で
も
地
道
に
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
、
組
織
の

健
全
な
成
長
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
す
。

旅
を
通
じ
て
得
た
気
づ
き
や
学
び
は
、
仕
事
に
も

通
じ
る
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
日
常
の
中
で
「
小
さ
な
違
和
感
」
に
敏
感
に

な
り
、
そ
れ
を
行
動
に
移
し
て
い
く
こ
と
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

克
晴

『カ
ッ
ツ
社
長
が
ゆ
く
』の
巻

◆
成
長
に
備
え
る
、
企
業
と
し
て
の
準
備

◆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
山
口
県
へ

◆

◆
萩
の
歴
史
に
触
れ
、
教
育
の
力
を
実
感

６月

６／１３～１５
------
夏季賞与

６／３０支給

石山 幹夫 ２０日

三宅 英幸 ２１日

峯森 博文 ２３日

５月1４日 WEBマーケティング定例会

この春、次男が中学生になり、「そろそろ一人部屋がいるかな」
と大幅な模様替えをすることになりました。実は家を建てた時、

子ども部屋は少し大きめのを１つ用意して2段ベッドで仕切る構

想のもと設計してもらいました。が、これがあっさり崩れました。

というのも、2段ベッドで兄弟そろって寝たのは、わずか２週間

程度。上の段がまさかの不人気で･･･。結局その後は長男が一人

でその部屋を使うようになり「ベッドで仲良く仕切って…」とい

う親の目論見は、見事に夢と消えたのでした(泣)

そんなわけで、部屋数がそもそも少ない我が家で次男の部屋を

確保するには、何かを大きく動かす必要がありました。場所を空

けるために、あちこちの物を見直しながら、必要に迫られる形で

私の 【断捨離】が始まりました。そんな時に見始めたのが「断
捨離系YouTube」。その中で 【断捨離の提唱者・やましたひで

こさん】のYouTubeにすっかりはまってしまい(笑) やましたさ
んの断捨離は、単にモノを減らしてスッキリ暮らすことを目的と

していません。不要なモノを手放すことで、心の滞りや執着も手
放し、自分らしく、より軽やかに生きていく——暮らしそのもの
を見つめ直す“生き方の哲学”なのだと話されていました。

実際に長年使っていないモノに手をした時「まだ使えるかも」

「想い出が･･･」と、さまざまな感情が湧いてきます。その時こ

そが 自分の『こだわり』や『執着』と向き合
うタイミングなのだといいます。なぜ手放せな
いのか？ とその理由に向き合うことがまさに
自己探訪！ 普段、自分との対話はおろそかに
なりがちです。断捨離を通じて、自分に向き合い、自分を知る､､、
断捨離ってなんて奥深いんだろうと思いました。

「家を見ると、その人の心の状態がわかる」とも言っていまし

た。我が家はモノがあふれ、空間に余白がありません。つまり私

の頭の中もゴチャゴチャしていて整理ができず、新しいものを取

り入れる余裕がない状態･･･。少しずつモノを手放して、空間を
生み、流れを生み、新陳代謝を起こしていかないといけないと感
じました。

【出すから 入ってくる】呼吸もそうです。まず“吐く”があり
次に“吸う”です。出入り口も“出る”が先です。何事もまず出

すこと、手放すことから始まるのですね。断捨離を通して、自分
の中のこだわりや執着を手放しながら、物理的な空間だけでなく、

心も軽やかに生きていきたいなと思いました。 ｂｙきよこ

地元サッカーチーム･YFC四国中央
のスポンサーになりました✨

5月24日メンターメンティー懇親会

5月15日 社員旅行✈説明会開

待ちに待った6月の
社員旅行！JTBトラベルビジョンさんに来てい
ただき説明会を開催しました。気分は沖縄✨
テンションあげあげで⤴⤴旅行リーダー早川氏
ありがとうございます！ナンクルナイサ～♪

YFCは今シーズンか
ら四国サッカーリー
グへ昇格し、JFL昇
格を目指して挑戦中
!地域の子どもたち
へのサッカー教室な
ど、地元貢献にも積
極的に取り組んでい
ます。今後の活躍にぜひご期待ください

5月24日 子ども食堂のお手伝い

✨掲載されました✨

5月9日 稚鮎の放流

社長もお手伝い
頑張りました!

５月11日 鮎のぼり設置

ありがとう✨ワインダー１号機

さみしいのぅ…

しんみり･･･

地域貢献★金生川ラバーズのお手伝い

江南釣りクラ
ブ恒例の年間大

物賞✨3回目の栄冠
を手にしたのはゆう
いっちゃん！【ブリ
85cm】を釣り上げ、
見事に大物賞を勝ち
取りました。お見事！

年間大物賞

『ふれあいキッチンかあか』さん
で配膳や片

付けのお手伝
いをしました。旬のグリー
ンピースご飯もいただき
ました♪ 9月にはBIGイベ
ントも控えてますね！

「NEXT」2025年度
版が完成しました！
今回は樽古くんが登
場！多くの学生のみ
なさんに手にとって
もらいモノづくりの
魅力を届けていきた

いですね！

メンティ4名の卒業を記念して全員で懇
親会を開催。今年度からメンターメンティ
は14人から6人へ。少し寂しさもありま
すが、成長を喜ぶとともに楽しいひとと
きとなりました！卒業おめでとう～！

IZAKAYA
時々
jiji

長年現場を支えてくれたワイ
ンダー機がついに引退を迎え
ました。共に過ごした年月に
感謝を込めて、心から「お疲
れさまでした」と伝えたいと
思います。これから約１ケ月
半の工事期間を経て新しい機
会が設置されます。それまで
生産を落とさないよう、みん
なで力を合わせて頑張ります

使えるパーツは
取っておいて

四国中央市の風物詩！青空
の下、たくさんの鮎のぼり
が気持ちよさそうに泳ぐ姿
はまさに圧巻ですよ♪♪

今年も金生川
に約7,000匹の
稚鮎を放流しま
した。あいにく
の雨でしたが、
元気いっぱいの園
児たちが「いってらっしゃーい！」
と鮎を放流。その直後サギが飛来
し自然の厳しさも実感…!?
たくましく育ってほしいですネ！

雨の中
ありがとう
ございました!

購買行動やCRMメー
ルの成果を分析。3周
年企画や新ロゴ制作
の準備も進めていま
す。LINEでの個別対
応や会員制度の導入

がリピート率向上に貢献し、新規顧客の流入
も前年比125％と好調です✨今後もお客様
視点で継続的な改善と工夫を重ねていきます！

７年ぶり

社員旅行★沖縄

“なんとなく捨てられない”に向き合って ～断捨離から始まる自己探訪

＜追伸＞青木さやかさんの自宅の断捨離を手伝いに行く

やましたひでこさんの動画がめちゃ好きです♪

地域の皆さんに川や自然の美しさを感じ
てもらえるきっかけになれば嬉しです！

◆
構
造
の
欠
陥
が
も
た
ら
す
大
渋
滞


